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表紙右下のロゴについて：地
質調査総合センターは，国際
惑星地球年（IYPE）に賛同
し，活動を支援しています。

◆ 木々が蕾を膨らませ花開くのを待ち構えているか
の如き時節ですが，こうした木々と同様に，私達の足
もと，生活の場は大地です．地球はいろいろな要素
から成り立って複雑ですが，その一部である大地で
すら実態を把握するには広範な研究が必要です．大
地を作る岩石の物理的研究分野における興味深い最
先端の研究の話題として，産総研において昨年開催
された岩石物性研究集会の特集を，西沢・中島両氏
がまとめてくださいました．今月号は，これに一般投
稿記事を交えて構成しております．
◆ 今やパソコンは一人一台，いや一人で数台使用す
る時代となりました．計算機の進展と普及には目を見
張るものがあります．計算機科学ともいえる研究分野
では，岩石の研究に計算機を用いて物質特性をシミ
ュレートするという「第一原理計算」の紹介を佐藤氏
が興味深く紹介しています．宇宙時代を見据えた将
来への可能性・展望は，読者をワクワクさせることで
しょう．
◆ 地球・地質を理解・把握するためには何らかの情
報を得る必要があります．多くの物理的情報の中で
岩石の弾性波速度と比抵抗を用いた解析手法の国
内外の事例を，安藤氏が幅広く紹介しています．ま
た，地震断層を模擬した非線形性のすべり摩擦の研
究では，多体disk模型を使用した研究紹介を平田氏
にしていただきました．地殻に掛かる応力の計測手
法，特に深部の地殻応力の直接計測の話題について
は佐野氏に紹介していただきました．
◆ このような様々な手法で物理的情報を得た後は，
地球を理解するためにはそれを如何に解釈するか，
またモデル化を図ってどのように説明するかが重要

な課題です．西澤氏ほかは，砂岩の浸透率と圧力の
関係を例に，概念モデルを作ってデータ解釈する手
法を分かり易く紹介しています．また，異方性を持つ
岩石中の拡散現象という複雑な事象を，X線CTでデ
ジタル化された空隙データからシミュレーションを行う
という手法を中島氏ほかが紹介しています．医療用
のX線CTが地球科学の分野でも威力を発揮している
ことは，非常に興味深いことです．
◆ 続いては一般投稿となります．アジア域の広域的
な地質を把握・理解するための地質図として，中央ア
ジア地質図が一昨年に刊行されました．その紹介を
著者の寺岡・奥村両氏にしていただきました．資源の
1つに水資源があり，地下水・湧水もその1つです．
小玉・高村両氏は湧水の水収支を調査して枯渇防止
を目指す研究の紹介をしています．一方，産業と環
境の両立は地球における喫緊の課題です．CCOPで
ご活躍の村尾氏から，モンゴルにおける小規模鉱業
を国策で管理する方針を示したことを紹介していた
だきました．また，岸本氏は地球科学情報をコンピュ
ータで可視化する技術の基礎には，2次元でしかみる
ことのできない人間の目の錯視があるという興味深い
話題を紹介しています．最後は，安曽・梅田両氏に
よる福井市自然史博物館で開催された「地質の日」関
連イベントの紹介です．手違いで「地質の日」特集号
に掲載されませんでしたことを，深くお詫び申し上げ
ます．
◆「私の本棚」（金井），「書籍紹介」（目代氏），「書評」

（奥山氏）と続きます．来月号は一般投稿記事の予定
です．多彩な誌面とするため，皆様方からの多くの投
稿文をお待ちしております． （金井　豊）


